
 ※下の層→上の層へと進む ※全ての年代はA.D.

 １人は＝帝国の頭首／皇帝達　（476に除かれる）

 第五のラッパ：  黙示録１０章：

 モハメッドとイスラムの勃興（612-762）。神が西ローマ帝国を１５０年  小さな巻き物＝印刷された聖書、印刷機

 の間攻めさせるために起こされた。彼らは金色のターバン、あご髭 （1062～1453）

 を生やし、長い髪をしており、鎖帷子を身につけている。

 黙示録１１章：マルティン・ルターが神殿を測り、

 第六のラッパ：  ローマカトリック教会が大淫婦＝異邦人である

 東ローマ帝国を攻めるため、391年間トルコ人がユーフラテス川を渡る　  ことを発見。９５ヶ条の論題を提示することで  イスラム教国＝東の国の王達

 第一のラッパ：アラリック率いるゴート族の侵略　（400-410）  （1062-1453）。それは巨大な大砲でコンスタンチノープルを陥落させる  プロテスタント改革に拍車をかける（1517）  ３つの霊＝３つの世界大戦　（※我々は現在この地点にいる）

 第二のラッパ：ゲンセリック率いるヴァンダル族の侵略　（425-470）  ことで終わる。彼らは巨大なオットーマン帝国となる。僧侶達はコンス  第三次世界大戦　（イスラム教国 VS イスラエル)　を狙う

 第三のラッパ：アッティラ率いるフン族の侵略　（451）  タンチノープルを逃れ、聖典をヨーロッパに持ち込み、英語に翻訳する。  黙示録１４章：プロテスタントの刈り入れの  イエズス会による新世界秩序（NOW)＝３都体制

  賞讃と、来たるべき鉢の裁き  （ヴァチカン、ロンドンシティ、ワシントンＤ．Ｃ．）

 エペソの教会  スミルナの教会  ペルガモの教会  フィラデルフィアの教会

 愛が冷えていく  迫害された  （312-538）  全世界的な宣教。

 特に303-312年  コンスタンティヌス帝は  何百万人もの人々が

 ＝10日間の苦しみ  堕落し、異教のローマ  救われる。

 （第５の封印）  と妥協する

 （第二テサロニケ２章）

 が行われた。
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 黙示録１７章、１８章の階層

 封印、ラッパ、鉢の階層

 黙示録２－３章の７つの教会の階層

 ローマの獣の階層、ダニエルのビジョンの最後の獣（黙示録が書かれた時からイエスの再臨まで統治）

 その反キリストは獣である。

 帝国は１０の市民王国へと分かれた（１０の足の指）  キリストの教会の中にいて、自分を神と宣言し、肉体をまとったキリストと宣言し、罪を赦し、救いをもたらすと宣言して  彼らは司祭を装っている（「羊のような」）が、殺し、盗み、破壊する。

 サタンは異教ローマで賞讃される地位から投げ出された。  いる。彼らは５０００万人以上の聖徒の殺害を引き起こした。彼らは１７９３年に力をイエズス会に移し、イエズス会は  彼らは、アメリカ合衆国の軍隊、CIA, MI6、モサドを、彼らの計画を実行

 消し去ろうとし、１０００万人を殺した。 最後のローマ帝国の皇帝  彼らは“ポンティフェクス　マキシムス”という称号を採用し、教会と国の頭とした。それは「致命的な頭の傷」から  １８世紀の終わりにヴァチカンを操る力を握る。

 聖書を用いている。

 ダニエル２章の鉄と粘土の脚は、ユダヤ人と聖徒達を殺すために、教皇の力によってイスラム教とイスラム教徒が生じることを表している。

 彼らはうまく混じらず、十字軍の期間中エルサレムで戦った。今日イエズス会は密かに、クリスチャンを殺すため、国々を乗っ取るため、第三次世界大戦でイスラエルを攻撃するため、

 アルカイダとＩＳＩＳを操り、新世界秩序（ニューワールドオーダー）をもたらそうとしている。

 ローマカトリックは聖典を焼き、聖徒たちを容赦なく殺したので、

 彼らを「死んだ」と宣言し、盛大な晩餐会をもってそれを祝った（1514）　

 証人達＝ヴォード派、ワルドー派、アルビ派

 ウィクリフ＝明けの明星、聖書を英語に翻訳

 神学校や教会は犯され、彼らはイエズス

 会が創作した預言の騙しを教え、腐敗した

 ティアティラは「女によって治められる」を意味する。

 女＝大淫婦ローマカトリック教会、イゼベル

 みじめで、哀れで、貧しく、盲目で、裸で

 ある。

 彼はローマカトリック教会、すなわち小さな角が起こり、これと対抗し、  教皇の力を１７９８年に移した。その時彼らはナポレオンの軍隊によって、教皇を投獄した。彼らの称号「キリストの  するために使っている。世界の経済をコントロールし、誰が買い、誰が

 ３本が引き抜かれた。（ダニエル７章）  代理人（Vicar of Christ)」は、Vice-Christ＝Anti-Christ、すなわちキリストの代わり（in place of Christ）を意味する。  売るかを決定する。　偽預言者。

 “引き止めるもの”は取り除かれた。（４７６）（第２テサロニケ２章）  癒された。ローマ教皇は滅びの子（the son of Perdition）であり、神の神殿に座り、クリスチャンの間におり、  彼らは世界を彼らの権力の下へと集結させるため教皇を使っている。

 ローマ帝国－黙示録１２章　サタンは彼らを使い初代教会（女）を  ローマカトリック教会－黙示録１３章　海から上がってきた獣　　それは１２６０年間治める（５３８－１７９８）。  ローマのイエズス会－黙示録１３章　地の獣

 第七の封印：ローマは襲われ崩壊する

 ティアティラの教会　（538-1514）  ラオデキアの教会

 第四のラッパ：オドアケル率いるヘルール族の侵略　（476）

 サルディスの教会　（1514-1798）

 第五の封印：スミルナ教会の殉教　（303-312）  第五の鉢：教皇が捕らえられ（1798）、権力を失う

 第六の封印：コンスタンティヌスによるローマ分割　（313-395）  第六の鉢：オットーマン帝国が「干上がる」

 第三の封印：絶望／憂鬱、重税　（200-250）  第三の鉢：虐殺がフランスの地方へ拡がる

 第四の封印：ローマの４分の１が死亡　（250-300）  第四の鉢：流血のナポレオン戦争

　　　476　　　　538 1514 1798

 サルディスは「逃れる一つ」を意味する。

 イエスは彼らを「死んでいる」と言われた。

 3年半後の1517年、ルターが95ヶ条文を

 掲示。プロテスタントは再び蘇り、フランスで

 はユグノーが殺され、スペインでは異端審問

 ついて証し、また、反キリストである教皇についても証した。

 この１２６０年間（５３８～１７９８）は、１日＝１年とし、「ひと時とふた時と半時」「１２６０日」「４２ヶ月」に関する

 預言の成就である。 二人の証人＝「神の言葉」と「キリストの教会」。これらはキリストに対する信仰による救いに

 イエズス会が世の王に権力を持たせ、富ませている。

 彼らはサタンに仕えており、全権力を握るとローマカトリック教会を

 嫌い、それを火で焼くだろう。

 ５人は倒れた＝王達、執政官、独裁者、十人委員会、軍の役人

 ７番目は短期間だけ治めた（476-538）

 ８番目の頭はローマの教皇達であり、ローマ帝国から起こった者達である。

 大淫婦は緋色と紫色で着飾り、彼らの手には冒涜的な金色の盃がある。

 全ての偽りの宗教はバビロン、獣から出た。（獣は黙示録を書いたヨハネの時代にはおらず、教皇制となった

 第一の封印：ローマ帝国による征服　（96-180）  第一の鉢：フランスに注がれた無神論の痛み

 第二の封印：ローマにおける血みどろの内戦　（185-284）  第二の鉢：フランス革命　（1793）

 ローマにおいて蘇った。）


